
チ
ョ
ウ
ツ
ラ
ヨ
リ

長
謹
頼
加
到
滞
の
老
佳
日
記

氏
第
二
代。

辿
仙
の
二
犯
で
、
川出
U
M
九
年
十
一

円月
九

日
生
ま
れ
た
。
泌
総
長
松
・
左
衛
門
二
郎
・
左
兵
衛
・

安
襲
守
・
九
郎
左
衛
門
。
十
六
年
比
好
泌
子
な
く
し

て
聞
出
し
た
か
ら
、
辿
州
制
は
-
耐
火
辿
加
の
嗣
と
な
り
、

元
利
五
年
そ
の
裂
す
る
に
及
ん
で
凶
且
叩
日
辿
側
出

品
宇
都
及
び
加
能
加
盟
の
地
凡
べ
て
三
市
山
三
千
石
を

袈
ギ
¥

内
二
千
石
を
胤
'
カ
知
と

L
、
見
文
十
一
日
咋
三

チ
ョ
ウ
ナ
ホ
ツ
ラ

長
問
謹
加
引
滞
の
老
昆
長

氏
第
四
代
。
長
元
辿
の
嫡
男
で
、
立
文
ご
年
十
月
十

一
日
中
山
ま
れ
た
。
小
字
は
病
之
助
・
千
松
、
後
九
郎
左

衛
門
。
初
部
時
辿
。
町
文
七
年
長
氏
に
浦
野
本
刊
の

起
っ
た
後
、
前
川
綱
紀
は
一
苅
辿
に
剃
安
部
町
を
命

じ
、
山川辿
を
川
副
た
ら
し
め
た
。

是
を
以
て
十
一
年

一地制
の
卒
す
る
に
及
び
、
十

H
十
九
日
綱
紀
は
そ
の

治
討
一
ニ
必
三
千
石
〈
内
二
千
百
血
(
力
知
〉
を
裂
が
し
め

た
が
、
引
ご
日
誕
に
江
戸
か
ら
命
を
保

へ
て
、
長
氏

チ
ョ
ウ
ツ
ラ
ヨ
シ

長
謹
鐙
加
到
滞
の
老
臣
民

氏
の
第
八
代
。
辿
起
の
二
男
。
貸
出
間
十
一
年
五
月
廿

八
日
出
生
。
泌
群
竹
次
郎
総
次
郎
・
将
之
佐
・九
郎

左
術
門
。
天
明
五
年
八
且

H
四
日
比
九
郎
左
術
門
辿

殺
残
し
た
る
を
り
て
、
翌
年
辿
起
の
嗣
と
な
り
、
開品

一

政
-均
年
正
月
日
八
日
新
知
二
千
抗

h
石

ハ
内
山
丸
山
石

一

興
力
知
〉
を
似
ひ
、
十
二
年
二
月
十
九
日
家
を
裂
ぎ
、
一

地
知
三
瓜
三
千
百
〈
内
二
千
百
県
力
知
〉
を
栄
け
、
同

一

年
十
二
且

H
八
同
従
五
位
下
巾
斐
守
に
叙
任
し
、
天

一

保
二
年
十
月
イ
三
日
七
十

一
併
を
以
て
卒
。

法
悦
ぽ

一

義
知
、
金
神
州
都
寺
に
一
昨
ら
れ
た
。

一

チ
ョ
ウ
ツ
ラ
ヨ
シ

長
謹
話

泌
群
九
郎
左
術
門
。

一

学
は
子
耕
、
恒
升
は
そ
の
川
町
で
あ
る
。
滞
の
老
岱
大

一

間
守
辿
起
の
子
。
能
〈
詩
文
を
凶

L
、
部
法
に
謹

L
一

た
o
賀川間
十
年
六
月
朔
生
ま
れ
‘
天
明
五
年

h
E品川
一

四
日
位
入
に
先
だ
っ
て
残
し
た。

年
刊
六
。
法
話
恭
滞

一

知。 建
て
、
長
氏
の開
閉鎖
三
分
の

こ
を
氏
辿
に
典

へ
て
宗

家
と
し
、
=
一
分
の
一
を
辿
之
に
分
か
っ
て
支
統
と
せ

ん
と
謀
っ
た
が
、
辿
之
は
之
を
悦
ば
ず
し
て
越
後
に

去
り
、
郎
を
阜
、
郡
日
出
に
情
へ
た
の
で
、
時
人
里
…縦
長

と
呼
ん
だ
。
辿
之
凶
代
の
孫
興
市
殻
辿
、
天
正
中
上

彰
泌
信
に
邸
し
、
能
点目
に
佼
人
し
て
長
氏
の
宮
を
録

し
た
所
以
は
、
等
し
く
長
氏
で
あ
る
が
、
間
よ
り
阿

伎
の
枝
抑制
E
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

チ
ヨ

見
サ
四
日
六
十
八
段
を
以
て
全
部
に
残
し
た
。
法
名

初
め
出
品
徳
院
、
後
に
税
徳
院
に
改
め
、
出
品
加
問
機

郡
東
山
叫
寺
に
一四百ら
れ
た
。
泌
矧
の
晩
年
は
家
臣
浦
野

孫
右
衛
門
の
師
怖
を
専
ら
に
す
る
あ
っ
て
、

一
家
中
に

騒
艇
を
伎
じ
、
伐
に
滞
+
士
の
鋭
断
を
m
h
z

け
る
に
す
ら

至
っ
た
。

↓
ウ
ラ
ノ
ジ
ケ

Y

浦
野
原
判
。

チ
ョ
ウ
ト
ヲ
ジ

長
徳
寺

金
椴
彦
三
町
に
在
っ

て
、
世間
宗
東
一
献
に
制
す
る
。

初
め
能
央
部
一
泊
水
に
賠

た
が
、
院
長
十
九
年
八
且
念
押
印
鍛
治
町
に
移
り
、
明

治
三
十
五
年
一史
に
今
の
地
に
料
じ
た
。

チ
ョ
ウ
ト
ク
ジ

長
徳
寺

悶
京
消
他
舟
に
在
っ

て
、
長
京
市
別
慌
に
加
闘
す
る
。

チ
ョ
ウ
ト
モ
ツ
ラ

長
朝
謹

信
州
一
の
嫡
男
。
東

艦即位
長
二
年
一
止
月
十
六
日
の
僚
に
、
将
軍
的
附
枇
容

の
供
潜
入
に
長
三
郎
左
衛
尉
籾
辿
、
X
四
年
入
且
十

四
日
政
住
曾
窓
宮
の
供
穆
人
に
も
同
名
が
あ
る
。
能

殺
芯
剛
山
に
、
明
辿
は
民
家
系
附
に
信
洲
一
の
嗣
子
と
す

ろ
も
の
で
あ
る
が
、
三
男
な
ら
ば
同
系
闘
の
行
辿
に

円
前
る
わ
け
で
あ
る
。
或
は
系
闘
の
行
辿
が
籾
辿
の
裂

で
、
本
宗
を
嗣
い
だ
の
は
朝
泌
以
外
の
別
人
で
あ
る

古
い
か
と
論
じ
て
ゐ
る
。

し
か
し
一
一
江
川
は
父
信
挫
の

幼
名
で
あ
り
、
羽
一山
一の
子
の
政
辿
も
初
名
は
一
二
郎
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
の
沼
名
で
、
三
男
を
怒
川附
す
る

も
の
で
は
な
か
ら
う
。

五
回

の
領
地
が
他
の
滞
臣
と
奨
な
り
、
辿
詑
以
来
山
出
品
宇
一
た
の
で
あ
る
と
、
北
凶
巡
杖
記
に
恕
い
て
居
る
。
そ

加
に
集
幽
す
る
を
以
て
之
を
滞
に
枚
め
、
代
ふ
る
に

一
の
取
の
奇
怪
は
姑
〈
惜
き
、
長
氏
は
穴
水
か
ら
金
持

領
内
に
散
在
す
る
米
地
を
奥
へ
た
。
但
し
こ
の
新
米
一
に
料
じ
た
も
の
は
な
い
。

地
は
飢
に
改
作
法
の
胞
行
せ
ら
れ
た
腕
で
、
鈴
牧
人

一

チ
ョ
ウ
ノ
プ
ウ
ヂ

長
信
氏

長
家
系
闘
に
、
九

に
於
い
て
不
利
で
あ
っ
た
か
ら
、
別
に
向
一
辿
の
弱
竹

一
郎
左
衛
門
尉
凶
辿
の
二
男
左
術
門
信
氏
を
以
前
巾
世
間

之
助
辿
一
切
に
千
石
を
奥
へ
ら
れ
た
。
元
職
六
年
時
辿

一
比
庄
仁
障
の
地
問
と
し
た
と
あ
る
。

が
訴
を
向
辿
を
改
め
た
の
は
、
官
家
た
る
前
同
氏
の
一

チ
ョ
ウ
ノ
リ
ツ
ラ
長
教
蓮

活
感
左
街
門
尉
。

臣
と
し
て
時
字
を
忌
む
と
い
ふ
の
が
理
問
で
あ
っ
一
努
辿
の
弟
。
矧
氏
辿
生
筈
の
後
艇
を
務
げ
て
穴
水
城

た
。
九
年
正
且
従
五
紋
下
大
隅
守
に
叙
任
し
、
十
六

一
を
復
し
、
長
氏
の
木
宗
を
綴
い
だ
。
長
平
二
年
加
到

年
九
月
十
六
日
四
十
二
践
を
以
て
率
。
法
蹴
天
向
院
、

一
の

一
向
一

技
信
機
政
親
を
滅
ぼ
し
、

除
威
に
来
じ
て

間
的
前
東
山
桜
寺
に
M
H
ら

れ

た

。

一

能

殺

を

位

し

た

。

是

よ

り

後

能

殺

も

亦

一

時

宗

門

の

チ
ョ
ウ
ナ
リ
ツ
ラ

長
成
連
加
知
滞
の
老
院
長
一
従
の
政
厄
航
行
す
る
所
と
な
白
、
教
辿
は
穴
水
械
に

氏
第
十
一
代
。
辿
弘
の
二
男
で
、
弘
化
元
年
十
月
汁

一
蹴
っ

て
防
践
し
た
が
、
迭
に
力
掲
き
て
戦
死
し
た。

一
一
日
生
ま
れ
た
。

小
字
翁
弟
、
後
雅
楽
介
・
九
郎
左
一
柏
崎
附
天
満
宮
の
制
札
に
、
地
問
左
衛
門
尉
目
白
符
館

街
門
・
九
郎
。

初
純
一
泌
氏
。
明
治
元
年
ヤ
乱
用
見
辿
恭

一
敬
辿
の
建
立
し
た
越
を
記
す
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の

の
後
を
製
ぎ
、
也
知
三
市
山
三
千
石
(
内
二
千
石
奥
力
一
年
脱
は
不
分
明
で
あ
る
。

知
)
を
受
け
た
が
、
股
務
の
鎚
革
に
迩
ひ
、
十
二
年

一

チ
ョ
ウ
ハ
イ
朝
舜

似
又
は
都
中
公
人
を
し
て
そ

丸
且
二
十
同
平
年
三
十
六
を

U
て
波
。
法
悦
誠
恭

一
の
住
家
に
行
き
て
宿
泊
休
指
せ
し
め
る
こ
と
を
、
方

院
、
旧
制
出
山
に
閉
山
ら
れ
た
。

一
言
に
羽
奔
と
い
う
た
o
朝
舜
は
容
引
の
務
か
ら
起
白
、

チ
ョ
ウ
ニ
ン
ピ
ヤ
合
シ
ョ
ウ
町
人
百
姓

滞
政
一
正
且
続
許
に
邸
省
す
る
沼
味
に
特
用
せ
ら
れ
、
後
に

時
代
に
、
川
方
に
賠
位
す
る
も
の
が
、
制
方
に
於
い
一
は
時
期
を
諭
ぜ
ず

一
般
に
生
家
X
は
税
減
に
も
宿
泊

て
問
地
の
高
を
泌
得
し
た
も
の
を
い
ふ
。
こ
の
場
合
一
す
る
を
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

に
は
、
何
町
何
屋
某
市
中
何
兵
衛
と
群
せ
し
め
て
、
そ
一

チ
ョ
ウ
ハ
テ
サ
ン

長
白
山

白
山
と
し
ら
山
(自

の
前
方
に
闘
す
る
限
り
百
姓
の
取
扱
を
受
け
た
。

一
山
宮
)
と
を
臥
別
し
て
、
泌
松
に
円
く
と
き
に
、

一

チ
ョ
ウ
ノ
ウ
マ
ア
ラ
ヒ

長
の
馬
洗
加
到
滞
の
一

を
長
白
山
と
L
、
仙
を
小
白
山
と
し
た
も
の
で
、
白

老
臣
長
家
で
は
、
正
且
十
入
日
仲
間
等
が
三
疋
の
鰐

一
m
p
p
同
に
初
り
、
詩
人
市
多
く
之
を
用
ひ
た。

に
跨
っ
て
路
洗
の
式
を
初
め
、

一
家
中
容
精
し
て
之

一

チ
ョ
ウ
ヒ
サ
ツ
ラ

長
久
連
」
チ
ョ
ウ

ヨ
シ
ツ

に
列
し
た
。
こ
の
日
栄
代
の
軍
部
な
ど
を
大
脱
出
に

一
ラ
長
義
辿
。

飾
っ
て
、
詩

人

の

見

る

こ

と

を

許

し

た

。

一

チ
ョ
ウ
ヒ
デ
ツ
ラ

長
秀
蓮

泊
冊
明
石
若
丸
・
九

チ
ョ
ウ
ノ
シ

Z
ヅ

長
田
清
水

加
賀
滞
の
老
陸

一一郎
左
衛
門
o
政
辿
の
子
で
、
光
辿
の
後
を
党
け
た
。

長
家
の
表
門
前
に
あ
っ
た
。
長
家
の
能
州
穴
水
に
居
一
一
芳
辿
初
め
子
な
く
、
四棚
木
左
門
氏
之
の
子
辿
之
を
挺

た
時
、
そ
の
邸
内
に
清
水
が
あ
っ
た
が
、
後
金
搬
に
一

う
た
が
、
阪
に
し
て
男
氏
辿
を
血
中
げ
た
か
ら
、
之
を

移
る
に
及
ん
で
、
か
の
治
水
一
夜
に
門
前
に
初
出
し
一

し
て
嗣
た
ら
し
め
た
。


